




















工 A寸iニら 博 士
第 6 7 3 7 可Eコ
昭和 60 年 3 月 4 日







本論文はヒドラジン空気燃料電池が数 10 kW 以下の出力，頻繁な移動， 起動停止，ならびに野外環
境に適することに着目し，これを野外用燃料電池として実現するためのものであり， 6 章からなってい
る。








第 3 章では， 18 W単電池により，静止形ヒドラジン空気燃料電池の可能性と問題点を追求し， 燃料
利用効率が 85%以上に格段な向上をはかり得ること，同時に排気ガス中の NH 3 濃度を充分に低下させ
得、る乙と ， N2 H 4 濃度の均一化に発生ガスのパブ、リングが有効である乙と.空気のみで温度制御の可能
性のある乙となどにつき立証している。
第 4 章では静止形ヒドラジン空気燃料電池の出力増大のための積層化技術につき ， 500 W積層電池に
より，構造，特性，および‘長期運転時のK 2 C0 3 蓄積量と電池電圧劣化速度の関係を検討するとともに
単セル電圧の偏差から燃料供給方法に問題のあるととなどを明らかにしている。
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第 5 章では実用型の交流 3kW システムを得るために， (ア)熱バランス，水ノてランスに関する基本式を
導入しての熱力学的解析研究， (イ)燃料である N 2 H4 • H2 0 の均一なセルへの供給とセル内での拡散を








本論文は，野外用電源として要求される要因 ， (1)小型軽量で移動が容易， (2)長寿命で信頼性が高い，









(3) 18 W単電池について得た基礎資料によって 500W積層電池を試作し， スケールアップと積層化に
際しての問題点たとえば電極材料とその形状，燃料および空気の循環系，漏洩電流，電池温度，腐食
などについて詳細に検討し解決している。
(4) 以上の研究成果をもとに熱力学的解析を加え， 1 kW 積層電池を試作してその性能を確認したのち，
実用 3kW 積層電池を設計試作し，エンジン発電機を凌ぐ出力密度，総合効率を得ている。また，乙
の実用電池は小型軽量で操作性もよく，かっ騒音も低い。
以上静止形ヒドラジン空気燃料電池についての基礎的研究および実用 3kW 積層電池の開発研究，な
らびに性能評価機器の試作を通じて得られた成果は，電気化学工業，とくに電池工業の基礎と応用の両
面にわたって貢献するところ大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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